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3年4組 男子22名 女子18名 計40名












































































































学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点
課
○前時までの学習を確認する。 ・いくつの考え方に分け
題
Ｆ出版社の編集会議の場面を想起させる。 られるかを尋ね、視点
の
を分類させておく。ま
設
た、最も重視する意見
定
はどれか指示し、意見
・
○本時の学習課題を確認する。 を絞り込ませておく。
把
握
戦後はいつから始まったと言えるのだろうか。
○課題に対して意見交換する。 ・座席は互いの表情が見
Ａ案「玉音放送」があった1945年8月15日 えて話し合いがしやす
＝【戦闘のない日本が始まった】 くなるようコの字形に
・資料には、天皇が自らポツダム宣言受諾について国民に伝え、国民 配置し、案ごとにかた
の多くが、この日に戦闘が終わったと認識したとある。また、この まる。
日以降、空襲や灯火管制も終わり、国民は平和を実感したから。 ・前時に回収したワーク
⇒しかし、戦闘はこの日に終わったかもしれないが、法律をはじめと シートから、生徒の意
する戦時体制や国民生活の混乱は終わっていないので、戦時中と変 見を把握しておき、さ
わっていないのではないか。 まざまな考え方やその
Ｂ案「ミズーリ号上の降伏文書調印」の1945年9月2日 根拠が出るよう、意図
＝【アメリカ主導の占領・改革が始まった】 的指名を行う。
・資料には、正式な降伏が調印された結果、戦闘が終わり平和が訪れ ・戦後の始まりとそれま
課 たとあるから。また、樺太などではソ連と8月15日以降も戦闘が続き、 での時代の様子につい
題 この日、正式に連合国側との戦争が終わったとされているから。 て対比し、「主張」と
の ⇒しかし、降伏文書調印は文書上であって、国民の多くは8月15日以降 「根拠」となる資料と
追 戦闘が終わったと認識していたし、「国民主権」という視点からは をつなげる「理由付け」
究 説得力に欠けるのではないか。 を整理できるようワー
・ Ｃ案「日本国憲法公布」の1946年11月3日 クシートを工夫する。
解 ＝【国内の体制が新しく始まった】 ・戦後の始まりを「より
決 ・資料には、象徴天皇制や憲法の三大原則とある。それまでは天皇を よい社会をめざして」
主権者に国民の権利は制限されていたが、国民が日本国憲法公布以 「平和」「国民主権」
降は主権者となったことや戦争を放棄したことで、国民を中心とす など「選択の基準」を
る国づくりが始まったから。 想起させ、妥当性の検
⇒しかし、政治的な理念や法制度が変わっても、混乱する国民の生活 証を行うための話し合
がすぐに変化したわけではないのではないか。資料にはすでに世論 いで、論点がずれない
があったと書かれているから、ここを始まりとは言い切れないので よう助言する。
はないか。
○Ａ案からＣ案まで、採用するかしないかを採決する。
・多数決により採用を決める。多様な解釈を認めているので、採用す
るかしないかは、それぞれの案について行う。
課 ○課題について分かったことをまとめる。 ・気付いたことをまとめ
題 ることで、自らの学び
の をふり返らせる。
定 ○次時への見通しをもつ。
着 現代の特色について、学習していくことを確認する。
・
発 なぜ、戦後の諸改革が行われたのだろうか。
展
（３） 評価
戦後の始まりの時期について選んだ理由を、様々な資料を互いに関連付け、根拠を示しな
がら主張を展開することができたか、ワークシートの記述や発言によって評価する。
時代の転換の様子について近代の特色と現代の特色の違いを捉えるとともに、歴史には見
方・考え方によってさまざまな解釈が成り立つということを理解できたか、ワークシートの
記述や発言によって評価する。
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